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はじめにはじめにはじめにはじめに

• 現在 安全衛生管理体制の強化充実と安全• 現在、安全衛生管理体制の強化充実と安全
衛生マネジメントシステム導入の進捗状況に
鈍化傾向が認められる鈍化傾向が認められる。

• 産業保健スタッフの兼務化が顕在している事
と諸般の社会状況が、労働安全衛生マネジメ
ントシステムが、企業内で安全衛生を実際にントシステムが、企業内で安全衛生を実際に
行う責任分担と情報の流れ方の円滑化の実
践である事の目的を遂行できているかアン践である事の目的を遂行できているかアン
ケート調査を実施した。



調査方法調査方法調 方法調 方法

• 対象 ： 従業員300名以上の1317事業場

• 業種 ： 製造業、サービス業、運輸・通信業、
卸売小売・飲食業 建設業 金融保険業 そ卸売小売・飲食業、建設業、金融保険業、そ
の他

• 調査項目 ： １．安全衛生スタッフの業種、２．
アンケート回答者の職種と経験年数、３．産アンケ ト回答者の職種と経験年数、３．産
業保健に関する時間、４．マネジメントシステ
ム等に関する質問 ５ 安全衛生の実績ム等に関する質問、５．安全衛生の実績



調査結果調査結果調査結果調査結果

従業員数300名以上の事業場を対象とした
が、回答があった253事業場の内、300名未が、回答があった 53事業場の内、300名未
満の事業場が119事業場であった。

元にな た資料のデ タを収集した時点から元になった資料のデータを収集した時点から
現在までの間に見られた産業構造の変化に
伴い、事業場規模が激しく変化した事が窺え
る。
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全産業全産業

保健衛生に関する関与時間
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全産業全産業

認知度　マネジメントシステム
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全産業全産業
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全産業全産業

関心度
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全産業全産業

現在の関心の状況
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全産業全産業

導入状況

その他
6%

導入が完了している
38%

当面、導入の予定なし
34%

導入するかどうか検討
中

22%



全産業全産業

導入していない理由
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全産業全産業

採用時の対策
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全産業全産業

今後の導入に当たっての要望
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まとめまとめ

１． 全産業でみると、マネジメントシステムと
ジ 知度リスクマネジメントシステムの認知度は82%、

関心度は70％ではあるが、導入が完了して
いるのは回答事業場の38%であった。

この結果の意味するところは、導入していなこの結果の意味するところは、導入していな
い理由の、 「体制整備が大変である」、「担当
できる者がいない」 「現行の管理で十分」、のできる者がいない」 現行の管理で十分」、の
回答に集約されているのではないかと思われ
る。る。



２．マネジメントシステムの認知度が82％あ
るにも関わらず、関心度については25％がるにも関わらず、関心度については25％が
関心度を示さなかった事と、保健衛生スタッ
フが保健衛生以外の業務に55％以上の時フが保健衛生以外の業務に55％以上の時
間を使っている現状がある。

この状況下では、今後、安全衛生マネジメン
トシステムの導入が進みにくいと考える。トシステムの導入が進みにくいと考える。

現状を踏まえて、次のような対策を考える。



３．導入を促進する対策として、アンケート
結果より以下の多面的な講習会の実施が結果より以下の多面的な講習会の実施が
強く望まれている。

１）具体的な課題の提示

２）双方向的な講習会の実施

３）1回完結型の講習会３）1回完結型の講習会


